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大阪大谷大学動物実験委員会 

提出日：20XX 年 月 日 

動物実験計画審査願 

大阪大谷大学 学長 殿 
 部 局 等 名   ：             
 講 座 等 名   ：             
 講座責任者職・氏名：     ・      印 

動物実験計画書 

 受付番号  
動物実験責任者 
（助教以上） 

氏  名 所  属 職  名 TEL 
    

連絡先 氏名：           e-mail：  

動物実験従事者 
（全員記入のこと） 

氏 名 職 名 TEL 氏 名 職 名 TEL 
1.   2.   
3.   4.   
5.   6.   
7.   8.   

研究課題 

 

 

 

 

 

□新規 
□継続 
□変更 

動物実験の目的（目的、意義、価値等について記載して下さい） 

 

 

 

 

動物実験を 
必要とする理由 

□代替手段がない          □その他 
□代替手段では精度が不十分      （               ） 
□代替手段では経費が大きすぎる 

安全管理上 
注意を要する実験 

□はい  □RI 投与実験 
     □組換 DNA 実験 
     □毒性発癌剤投与 
     □病原微生物接種（                    ） 
     □その他 （                       ） 
□いいえ 

実験の実施予定期間 開始予定 2018 年  月  日 ～ 終了予定    年  月  日 
動物実験の実施場所 □動物実験施設  □その他 （                  ） 
動物の飼育場所 □動物実験施設  □その他 （                  ） 

 □は適合項目に×印を付けて下さい。作成要項は別添資料を参照して下さい。 

番号        レベル     
組換 DNA 実験有効期限   年 月 日 
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 受付番号  

使用動物について 

 

遺伝的保証   □あり □なし 
微生物学的保証 □あり □なし 

使用動物種 
        
        
        
        

使用系統名 
        
        
        
        

使用動物数 
        
        
        
        

入手先 
        
        
        
        

動物実験の方法（具体的に詳しく書いて下さい。スペース不足の場合は別紙を添付して下さい） 
 
 
 
 
 

 

別紙倫理基準による実験の分類 □A □B □C □D □E □その他 

動物の苦痛軽減・排除の方法及び保定・拘束の時間について （関連事項を複数選択可） 
□ 軽微な苦痛の範囲なので特に講じない 
□ 麻酔等を使用する  （薬剤名                              ） 
□ 重度のストレスや痛みを伴う実験であるが、実験の都合上苦痛の軽減・排除の方法がない 
□ 短時間の保定・拘束なので特に問題はない 
□ 実験の都合上長時間（２４時間以上）の保定・拘束はやむを得ない 

     （実験の目的方法の欄にその理由を記入すること） 
□ その他 （                                       ） 

実験終了後の処置 
□ 過剰麻酔による安楽死  （薬剤名                           ） 
□ 炭酸ガスによる安楽死 
□ 物理的方法による安楽死 （ □頚椎脱臼  □断首  □後頭部殴    ×印をつける） 
□ その他 （具体的に                                  ） 

倫理的問題についての特記事項 
 
 
 
 
 
 

委員会判定 □この計画を承認する  □この計画を承認できない  承認日：  年  月  日 

 
 承認番号：         承認日：    年   月   日     学長                 
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別紙１ 
人の追加 

従事者氏名   従事者職    TEL      従事者氏名     従事者職    TEL 
                                              
                                              
                                              
                                              
                                              
                                              

動物の追加 

 使用動物種       使用系統名      使用動物数      入手先 
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別紙２ 
 

     


